






チョウの飼育体験教室

実施可能期間

対応単元

チョウの飼育作業を体験することで、 チョウの生態や育ち方に興味 ・関心を

もち、 観察眼を養うプログラムです。 理科教育に関する実践的な場を提供し、

授業後も継続したアドバイスを行います。

小学３年生以上

３０分　　スライド 「チョウの生態と成長過程」

　　　　　　チョウのくらしや成長過程について解説します。 また、 身近な種についても紹介します。

６０分　　チョウの飼育体験

　　　　　　主にアゲハチョウ科の幼虫の飼育体験をグループごとに行います （状況に応じて野外観察

　　　　　　も行います）。 食草の準備を行った後、 幼虫を観察しながら餌替えや掃除を行います。

１０分　　まとめ

　　　　　　飼育作業をする中で観察できたことや興味を持ったことについて、 感想を共有します。

①生物園が準備するもの

　資料、 スライド写真、 液晶プロジェクター、 飼育生体

②学校で準備していただくもの

　スライド上映ができる講義室 （教室）、 スクリーン、 救急セット、 はさみ （人数分）、

　トイレットペーパー （各グループ２個ずつ）、 飼育容器一式

生体の確保や現地での植栽確認などの準備があるため、 １ヶ月前には問い合わせください。

当日は器具の準備などがあるため、 会場をプログラム開始の１時間前から使用したいです。

その他

使う道具 ・ 材料

講座のながれ　（およその時間配分と主な内容）

5 月～ 10 月

内容

対象学年所要時間 ： 約２時間

3年理科 チョウをそだてよう

実施場所 スライド上映が可能な教室、 校庭、 周辺の公園



ヤゴ救出大作戦

実施可能期間

対応単元

プール清掃により失われるトンボのヤゴを救うことで、 命の尊さを感じてもら

うことができます。

また、 ヤゴの見分け方やトンボの生態などの解説をします。

小学 3年生以上

１５分　　「作業のルールと手法」

　　　　　　注意事項や作業の手順を説明します。

９０分　　ヤゴ救出大作戦

　　　　　　ヤゴを捕獲しながら、 トンボの種類や生態について解説します。

１５分　　飼育の方法

　　　　　　飼育の方法や必要な道具、 エサの確保について説明します。

　　　　　　また、 捕食や脱皮、 羽化などの観察のポイントを解説します。

①生物園が準備するもの

　資料、 観察用具 （観察ケース、 魚捕り網、 虫眼鏡など）、 飼育用具 （説明用）

②学校で準備していただくもの

　スライド上映ができる講義室 （教室）、 救急セット、 魚捕り網、 ぬれてもよい服、 ぬれてもよい靴

事前に打合せと現場確認が必要です。

実施中の安全管理については原則、 学校側 （教師） に行ってもらいます。

その他

使う道具 ・ 材料

講座のながれ　（およその時間配分と主な内容）

5 月～ 7月
（プール清掃前）

内容

対象学年所要時間 ： 約２時間

3年理科 こん虫を調べよう

実施場所 スライド上映が可能な教室、 プール



セミの羽化観察会

実施可能期間

対応単元

夜間にセミの羽化の瞬間を観察する授業です。 始めに室内にてセミの生態や

体の仕組みなどについて解説します。 その後、 屋外にて実際に羽化する様子

を観察し、 無事に成虫になる難しさについて感じることができます。

小学 3年生以上

３０分　　事前準備

　　　　　　あらかじめセミの幼虫を採集し、 観察しやすい木に付けておきます。

３０分　　スライド 「身近なセミの種類と生態」

　　　　　　身近なセミの種類と生態を紹介します。

６０分　　セミの羽化観察

　　　　　　主にアブラゼミの羽化を観察しながら、 その場で生態について解説します。

１０分　　まとめ

　　　　　　

①生物園が準備するもの

　資料、 拡声器、 懐中電灯

②学校で準備していただくもの

　スライド上映ができる講義室 （教室）、 救急セット、 虫除けスプレー

夜間実施のため、 小学生を対照とする場合は保護者の同伴が必要です。

その他

使う道具 ・ 材料

講座のながれ　（およその時間配分と主な内容）

７月～ 8月上旬

内容

対象学年
所要時間 ： 約２時間

（午後 6時以降）

3 年理科 こん虫を調べよう

実施場所 スライド上映が可能な教室、 校庭、 周辺の公園



水の中の小さな生きもの観察

実施可能期間

対応単元

顕微鏡の使い方とともに、 校内の水辺 （プール開き前のプールや池） で

微生物 （ミジンコ等） を探し、 観察します。 水の中の小さな生きものがどの

ような役割を担ってるか考えていきます。

小学 5年生以上

１５分　　「作業のルールと手順」

　　　　　　注意事項や作業の手順を説明します。

３０分　　顕微鏡の使い方

３０分　　水の中の生きもの探し

　　　　　　校内の水辺にはどんな生きものがいるのか調べ、 小さな生きものは採集します。

３０分　　水の中の小さな生きもの観察

　　　　　　顕微鏡を使って、 水の中の小さな生きものを観察し、 スケッチします。

１０分　　まとめ

　　　　　　水の中の生きものたちの役割やつながりを考えてみましょう。

　　　　　　

①生物園が準備するもの

　資料、 網などの採集道具、 ワークシートなど

②学校で準備していただくもの

　スライド上映ができる講義室 （教室）、 救急セット、 顕微鏡、 シャーレ、 スポイト

準備品については、 生物園で用意できるものもあるのでご相談ください。

その他

使う道具 ・ 材料

講座のながれ　（およその時間配分と主な内容）

5 月～ 9月

内容

対象学年所要時間 ： 約２時間

5年理科　魚のたんじょう 「魚の食べもの」 「水の中の小さな生きもの」 

実施場所 スライド上映が可能な教室、 水辺


